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本本技技術術のの特特徴徴・・従従来来技技術術ととのの比比較較

用用途途・・応応用用分分野野

研研究究者者特特許許・・論論文文

技技術術のの概概要要

ロロボボッットトにによよるる自自動動化化ののたためめのの
ササンンププルル効効率率のの良良いい選選好好ベベーースス最最適適化化

ロボットによる産業自動化では、
1. 環境やタスクの変更が生じるたびに、専門家

によるルールや評価関数の再設計が必要
2. 専門家がもつ知識が定性的かつ曖昧である

ため自動化が困難
といった問題にしばし直面する。

上記の問題を解決する枠組みとして、対話的
な相対比較クエリへの人間の回答からロボットの
行動方針を学習する枠組みを提案した。この枠
組みでは、人間の回答の不確かさを考慮しつつ
少数の回答から自動化を達成するために、選好
ベースのベイズ最適化を採用している。

これまで外食産業における盛り付け自動化お
よびゴミ焼却施設における大型クレーンの運転
自動化に向けた手法開発を行ってきた。

• 専門家がもつ定性的で曖昧なルールに依存した産業のロボットによる自動化
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• 専門家をはじめとした人間の回答からロボットの行動方針を学習

• 自動化のためのルールや評価関数の人手による設計が不要

• 数十程度の少数の人間の回答から自動化のための方針を学習可能

• 環境やタスクの変更が生じた場合でも柔軟に対応可能
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